
一般社団法人日本炎症性腸疾患学会専門医制度規則 

 

第 1 章 総則 

 

第１条（目的）一般社団法人日本炎症性腸疾患学会（以下、本学会）は、潰瘍性大腸炎とクローン病など

の炎症性腸疾患（以下、IBD）における研究、教育および診療の向上を図るとともに、国民の健康と福祉

に寄与することを目的とする。 

 

第 2 条（認定）本学会は前条の目的を達成するために専門医制度委員会を設置し、この規則に従って IBD

専門医（以下、専門医）、IBD 連携専門医（以下、連携専門医）、IBD 指導医（以下、指導医）、ならびに

IBD 指導施設（以下、指導施設）、IBD 指導関連施設（以下、関連施設）を認定する。 

 

第 3 条（専門医像）基本領域専門医の見識を基本として、IBD の病態・診断・検査・治療を系統的に理

解し、高い専門性をもった医療を提供して国民の健康に貢献する。IBD 診療に関連する新しい医学、医

療を学ぶ姿勢を持ち、診療科横断的なチーム医療ならびに病診・病病などの連携医療、地域内での連携医

療を過不足なく遂行する使命がある。 

 

第２章 専門医制度委員会 

 

第４条（業務）専門医制度に関するすべての問題を検討する。 

２ 専門医、連携専門医、指導医ならびに指導施設、関連施設を審査し、理事長に答申する。 

 

第５条（選出）専門医制度委員会の担当理事、委員長、副委員長および委員は、理事会の議を経て、理事

長が委嘱する。 

 

第６条（任期）委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

第３章 専門医の申請資格 

 

第７条（申請資格）新たに専門医の認定を申請する者（以下、専門医新規申請者）は、次の各号に掲げる

すべての条件を満たす必要がある。 

 １）日本国の医師免許証を有すること。 

２）本学会の会員であること。 

３）申請時において、日本専門医機構が認定する基本領域もしくはサブスペシャルティ領域の学会の専

門医の資格を有すること。 

４）本学会が認定した指導施設または関連施設において、通算１年以上 IBD の臨床研修を行っている

こと。 



５）本学会が主催する学術集会および教育セミナーにそれぞれ 1 回以上出席していること。 

６）過去に筆頭演者または共同演者として、IBD に関する学会発表を１回以上行っていること。他申

請者との重複も可能とする。 

７）これまでに症例経験として、IBD の診療実績を満たしていること。 

８）４）、６）、７）を満たしていない場合は、連携専門医（第５章）を１回以上更新していることに加

えて、本学会学術集会での発表経験があること（共同演者も可）、もしくは IBD 関連論文の掲載経

験があること（共著者も可）をもって専門医試験の申請資格を得ることができる。 

９）例外規定として、上記資格を満たしていない場合でも、理事が推薦し、理事会で承認されたものは

専門医試験を受験することができる。 

 

第４章 専門医の認定方法 

 

第８条（申請方法）専門医新規申請者は、次の各号に定める申請書類を専門医制度委員会に提出し、手数

料を納付する。 

１）専門医申請書 

２）経験症例レポート 

  

第９条（審査）専門医制度委員会は毎年 1 回申請書類により受験資格についての審査を行い、有資格者

を対象に専門医試験を実施する。認定審査の期日および必要事項はホームページに公示するものとす

る。 

 

第１０条（認定および認定証の交付）理事長は専門医制度委員会の審査結果を受け、理事会の議を経て専

門医として認定し、その者に対して、専門医認定証を交付する。 

２ 認定料を納付すべきものとする。 

３ 認定証の有効期間は交付の日から 5 年とする。 

 

第５章 連携専門医の申請資格 

 

第１１条（申請資格）新たに連携専門医の認定を申請する者（以下、連携専門医新規申請者）は、次の各

号に掲げるすべての条件を満たす必要がある。 

 １）日本国の医師免許証を有すること。 

２）本学会の会員であること。 

３）申請時において、日本専門医機構が認定する基本領域もしくはサブスペシャルティ領域の学会の専

門医の資格を有すること。 

４）本学会が主催する学術集会および教育セミナーにそれぞれ 1 回以上出席していること。 

５）IBD の診療経験を有すること。 

６）地域を統轄している IBD 指導医より認証を受けること。 

 



第６章 連携専門医の認定方法 

 

第１２条（申請方法）連携専門医新規申請者は、次の各号に定める申請書類を専門医制度委員会に提出

し、手数料を納付する。 

１）連携専門医申請書 

  

第１３条（審査）専門医制度委員会は毎年 1 回申請書類の審査を行う。認定審査の期日および必要事項

はホームページに公示するものとする。 

 

第１４条（認定および認定証の交付）理事長は専門医制度委員会の審査結果を受け、理事会の議を経て連

携専門医として認定し、その者に対して、連携専門医認定証を交付する。 

２ 認定料を納付すべきものとする。 

３ 認定証の有効期間は交付の日から 3 年とする。 

４ 3 年後に１回以上の更新をすることにより、専門医試験の申請資格を得ることができる。 

  申請資格については、専門医制度規則（第 3 章第７条８項）に定める。 

 

第７章 指導医の申請資格 

 

第１５条（申請資格）新たに指導医の認定を申請する者（以下、指導医新規申請者）は、次の各号に掲げ

るすべての条件を満たす必要がある。 

 １）IBD 専門医であること。 

 ２）申請時に継続５年以上本学会会員であること。 

３）IBD に関連する学会 (JSIBD 学術集会もしくは日本専門医機構認定領域の学会 (総会・地方会は

問わない))での発表（共同演者も可）、かつ IBD 関連論文の掲載経験があること（共著者も可）。 

４）難病指定医であること（例外は細則に定める）。 

５）本学会が認定した指導施設または関連施設において、通算１年以上 IBD の臨床研修を行っている

こと。 

 

第８章 指導医の認定方法 

 

第１６条（申請方法）指導医新規申請者は、次の各号に定める申請書類を専門医制度委員会に提出する。 

１）指導医申請書 

 

第１７条（審査）専門医制度委員会は毎年 1 回申請書類の審査を行う。認定審査の期日および必要事項

はホームページに公示するものとする。 

 

第１８条（認定および認定証の交付）理事長は専門医制度委員会の審査結果を受け、理事会の議を経て指

導医として認定し、その者に対して、指導医認定証を交付する。 



２ 認定証の有効期間は交付の日から 5 年とする。 

 

第９章 専門医、連携専門医、指導医の資格喪失 

 

第１９条（資格の喪失）次の各号に該当する者は専門医制度委員会ならびに理事会の議を経て専門医、連

携専門医、指導医の資格を喪失する。 

１）正当な理由を付して専門医、連携専門医、指導医としての資格を辞退したとき。 

２）本学会会員としての資格を喪失したとき。 

３）申請に虚偽が認められ、申請条件を満たしていないことが判明したとき。 

４）その他、専門医、連携専門医、指導医として不適当と認められたとき。 

 

第２０条（復活、再申請）やむを得ない事情により取り消された専門医、連携専門医、指導医資格は審査

の上復活を認めることがある。 

 ２ 前条第 3 号によって取り消された者は原則として 5 年間再申請できない。 

 

第１０章 指導施設、関連施設の申請資格 

 

第２１条（資格）指導施設は原則として次のすべての条件を満たす必要がある。 

１）IBD 診療を扱う病院あるいは医院であること。 

２）指導医が１名以上常勤していること。 

３）指導医として活動するのに十分な診療体制がとれていること。 

具体的には、IBD 診療の研修カリキュラムに基づく研修が可能であること。 

４）IBD 患者が入院可能な病床を有する、あるいは有する施設と密接な連携をとれていること。 

 

第２２条（関連施設）指導施設の条件を満たなかった場合、関連施設の設置を認める。関連施設は、前号

２）～４）を満たさないが、指導施設の指導医が非常勤で診療、または専門医が常勤し、指導体制がとら

れていることとする。申請は、指導施設の代表指導医が行うこととする。 

 

第１１章 指導施設、関連施設の認定方法 

 

第２３条（申請方法）指導施設の代表指導医は、次の各号に定める申請書類を専門医制度委員会に提出す

る。 

１）指導施設申請書および関連施設申請書 

 

第２４条（審査）専門医制度委員会は申請書類によって審査を行い、指導施設および関連施設の認定を行

う。認定審査の期日および必要事項はホームページに公示するものとする。 

 

第２５条（認定および認定証の交付）理事長は専門医制度委員会の審査結果を受け、理事会の議を経て指



導施設および関連施設を認定し、その指導施設に対しては認定証を交付する。 

２ 指導施設および関連施設の要件を満たしている限り認定証の有効期間は設けない。 

 

第１２章 指導施設、関連施設の資格喪失 

 

第２６条（資格の喪失）次の各号に該当する者は専門医制度委員会ならびに理事会の議を経て指導施設、

関連施設の資格を喪失する。 

１）正当な理由を付して、指導施設、関連施設としての資格を辞退したとき。 

２）第２２条に定められた指導施設、関連施設としての条件が満たされなくなったとき。 

３）その他、専門医制度委員会が指導施設、関連施設として不適当と認められたとき。 

 

第１３章 専門医、連携専門医、指導医の更新方法 

 

第２７条（更新の期間）専門医、指導医は５年毎、連携専門医は３年毎の更新を必要とする。 

 

第２８条（更新資格）専門医、連携専門医、指導医の更新のためには、それぞれ各号の条件を満たす必要

がある。 

１）現在専門医、連携専門医、指導医であること。 

２）専門医、連携専門医、指導医は本学会会員であること。 

３）専門医は過去５年間に下記更新条件を満たすこと。 

・本学会学術集会に１回以上参加すること。 

・セルフトレーニング試験を受けること。 

連携専門医は過去３年間に下記更新条件を満たすこと。 

・本学会学術集会に１回以上参加すること。 

・セルフトレーニング試験を受けること。 

・１回以上更新した際には専門医試験の申請資格を得ることができる。ただし、本学会学術集会で

の発表経験があること（共同演者も可）、もしくは IBD 関連論文の掲載経験があること（共著者も

可）。 

指導医は過去５年間に下記更新条件を満たすこと。 

・IBD 専門医であること。 

・本学会学術集会での発表（共同演者も可）もしくは IBD 関連論文の掲載経験があること（共著

者も可）。 

・難病指定医であること（例外は細則に定める）。 

 

第２９条（更新方法）更新申請者は細則に定める申請書類を専門医制度委員会に提出し、専門医、連携専

門医は手数料を納付する。 

 

第３０条（審査）専門医制度委員会は更新書類によってそれぞれの適否を審査する。 



 

第３１条（認定および認定証の交付）理事長は専門医制度委員会の審査結果を受け、理事会の議を経て、

専門医、連携専門医、指導医として認定し、その者に対して、それぞれの認定証を交付する。 

 

第１４章 本制度の運営 

 

第３２条 この規則に制定するものの他、本制度の運営についての必要な事項は別に定める。 

 

第１５章 規則の施行、改廃 

 

第３３条 この規則の改廃は委員会の議を経て、日本炎症性腸疾患学会理事会で決定する。 

 

第３４条 この規則は、令和５年１１月１７日から施行する。 

 

日本炎症性腸疾患学会専門医制度委員会 

令和６年６月３日改定 

令和７年 6 月 2 日改定 

 


